










【 事業概要 】

【取組状況】

28年度実施

効果・課題など

29年度予定・方向性

７．市民への啓発

「世界自閉症啓発デー」・「発達障害啓発週間」普及啓発活動

　発達障がいのある人が、地域で安心して生活することができるように、発達障がいに対する正しい理解と支援について、
普及啓発活動を実施する。

市民に発達障がいに対する正しい理解を深めていただくため、「世界自閉症啓発デー」（4月2日）、「発
達障害啓発週間」（4月2日～8日）を中心に、大阪府・関係団体・民間企業と連携し、広報、大阪城天守
閣・通天閣のブルーライトアップなど、普及啓発事業を実施。

・「世界自閉症啓発デー」、「発達障害啓発週間」にあわせて、市ホームページ及び広報紙による
広報並びに各区役所、地下鉄主要駅、市立小・中・高等学校、市立幼稚園、公民保育所等でのポス
ター掲示やリーフレットの配付を実施。

・「世界自閉症啓発デー」（4月2日）に、大阪自閉症協会、大阪府と連携し、大阪城天守閣・通天
閣、新たに天保山大観覧車のブルーライトアップを実施。

・大阪サッカークラブ株式会社（セレッソ大阪）のご協力により、セレッソ大阪のホームページに
より「世界自閉症啓発デー」、「発達障害啓発週間」の広報活動を実施。また、発達障害啓発週間
中の4月3日、キンチョウスタジアムでのホームゲームにおいて、入場者へのリーフレットの配付や
試合開始前に大型スクリーンを使った啓発メッセージの放映を行った。

・引き続き、市ホームページ及び広報紙による広報並びにポスター掲示やリーフレットの配付や
「世界自閉症啓発デー」（4月2日）に、大阪城天守閣等のブルーライトアップを実施予定。

今回の「児童発達支援事業所等のアンケート」や「障がい者等基礎調査」においても、発達障がいで
困っていることや支援にあたって不足していることについて、「周囲（社会、学校園、施設等）の理解
がない」が上位にあがっている。
啓発活動には終わりがなく、継続して行うことが必要であり、求められている。



【 事業概要 】

【概要・取組状況 など】

「５．地域の相談支援の充実」の同項（19ページ～21ページ）参照。

発達障がい者支援センター（エルムおおさか）による地域サポート体制の強化

地域で見守る子育て応援事業　(大正区）
地域を核とした子育て支援の充実を図るため、主任児童委員等への啓発
を通じて児童虐待の予防及び早期発見、地域での見守りなど必要な支援
ができるよう情報発信を行う。

発達障がい者への理解のための区民学習会
(平野区）

発達障がいの正しい理解促進を図るため「区民学習会」を開催。

その他の取組み

事業名称： 区役所での取り組み

事業名称 事業概要



資料３ 追加 

保育・幼児教育センターの概要 

 

・現在、こども青少年局、教育委員会事務局で実施している幼児教育・保育に関する事業、研修、研究等の機能を集約するととも

に、本市の関係部署や幼児教育・保育関係団体等と連携・協力し大阪市内の幼児教育・保育の充実にむけた取り組みを行う専門

部署をこども青少年局に設ける。 

・開設場所：もと城北市民学習センター（旭区） 

・開設時期：平成２９年４月開設予定 

 

≪目的≫ 

 

 

 

 

≪基本的な機能≫ 

 

 

 

≪主な事業対象≫ 

 

 

 

  

 

・幼児教育・保育に関する調査研究や、幼児教育・保育施設の職員の資質向上を推進するための研修等を行い、幼児教育・保育

の質の保証・向上を図る。 

・市内の幼児教育・保育施設の職員（幼稚園教諭・保育士・保育教諭等） 

※公私の別や施設の種別（幼稚園・保育所・認定こども園等）を問わない 

※０～２歳児の保育（養護と教育）を含む 

※一般の保護者を対象とした教育相談等は、こども相談センターの教育相談等に委ねる 

「評価・情報提供」・「カリキュラム開発支援」・「教職員資質向上支援」 



保育・幼児教育センターの対象施設等 
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小学校への接続等 

幼児教育・保育に関する 

情報発信・カリキュラム作成支援・教職員資質向上支援（研修・研究等） 

（こども青少年局と教育委員会事務局が連携し取り組む） 


